
zJ=Zti琶湖博物館 年 報

3号 平成10(1998)年度

名 〉

L∧lく≡BIVV̂ 〟lUS≡U〟l

琵琶湖博物館



ごあいさつ

1998年度は琵琶湖博物館にとって､3年目にあたります｡開館直後の慣れない時期を過ぎて､言わば平

常状態に入った最初の年だったとも言えるでしょう｡

この年度にも､前年までと同様､いくつかの企画展を開きました｡その1つは ｢近江はトンボの宝庫｣

でしたが､身近に棲むトンボを材料とし､また開催期間が夏休みだったこともあって､多くの人々に入っ

て貰うことが出来ました｡実はこれは､アマチュアの団体である ｢晴蛤 (トンボ)研究会｣の人々が､博

物館準備室の時代から数年問かけて､滋賀県内全体のトンボの種類相と分布を詳しく調べて来られたその

結果であり､展示そのものに関しても多大の御助力を得たものです｡あるいはこのことが､親しみをいっ

そう感じて貰えた理由かも知れません｡｢湖と人間｣と言う主題を持ち､当初から参画型の博物館を目指

してきた当館としては､このようなかたちの調査研究とそれに基づく企画展示にも､今後ともいっそう力

を入れて行きたいと考えています｡またこの時期には､｢南の島のさかなたち｣の企画展示も行ないまし

た｡

もう1つの企画展示 ｢絶滅と進化 :動物化石が語る東アジア500万年｣は､当館の学芸員が中国北京の

自然博物館と共同研究を行なってきた､その経過に基づくものです｡北京博物館から約70点の晴乳類化石

がもたらされ､また何人かの人に来て貰って､据え付けも一緒に行ないました｡中国からの化石のほとん

どは､日本列島内では初公開でもありましたので､一般の人々はもちろん､専門研究者にもなかなか好評

でした｡このような､海外の博物館と協力して行なう企画展示にも､今後ますます力を注いで行きたいと

思っています｡

国際交流と言えば､フランスの国立自然史博物館と ｢相互協力に関する覚書｣を交換しました｡このフ

ランスの博物館は､350年の歴史を持ち､研究者の数は200名を超え､所蔵する標本は動物だけでも7600万

点に及ぶ､世界屈指の博物館です｡当方の学ぶべきことは､運営から展示までいろいろありますし､相手

方は学問領域を越えあるいは住民参画型の展示に､とくに興味を持っているようです｡どんな具体的協力

を行なっていくことになるか､今後が楽しみです｡

また､新しい環境教育の方向性を考えるために､小学校 ･中学校 ･高等学校と連携して､｢びわ湖･ミュー

ジアムスクール｣を始めました｡手探り状態ではありますが､活き活きと眼を輝かせて主体的に活動する

様子は､見ていて嬉しく喜ばしいことでした｡これはもう1年続けて行ない､プログラムを正式に開発し

たいものと思っています｡

さらにこの年度には､｢琵琶湖博物館中長期計画検討委員会｣を発足させました｡何と早手回しなと思

われるかも知れませんが､博物館なるものはややもすれば､開館と同時に老化を始めるものです｡そんな

ことのないようにするには､5年ないし10年先を見越して､次の計画を立てなければなりません｡開館ま

でに10年近くの準備期問を費やしたことから考えても､次の準備をいま始めるのは､むしろ当然のことな

のです｡幸に､公募によってお願いした方を含め､第 1線で独創的な活動を続けておられる方々に委員に

なって頂くことができました｡自由な観点から論議を進め､今後の方向性を示唆して頂きたいと願ってい
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ます｡また委員の参考に供するためにも､館内に ｢中長期計画ワーキングチーム｣を作り､このほうは､

運営全般にわたっての現状分析が一応終わったところです｡

琵琶湖博物館に関心を持って下さっている､広い範囲のさまざまな方々からの､厳しく建設的なご意見

を期待しておりますので､どうぞ宜しく御協力をお願い致します｡

1999年 7月

滋賀県立琵琶湖博物館

館 長 川那部 浩哉
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Ⅰ 博 物 館 活 動 の概 要

1 研究 ･調査活動

自然と人文など多分野にわたるテーマを総合的に研究する総合研究､総合研究よりも特定の限られた

テーマにしぼった研究を行う共同研究､ならびに学芸員個々人の専門的な資質をのばすための専門研究

があり､これらが博物館活動を根底から支えている｡平成10年度はそれぞれ以下のような研究活動が展

開された｡

(1)総 合 研 究

①博物館資料の整理 ･保管と利用に関する研究 (代表 内田臣-)

②水田生態系と人間活動に関する総合研究 (代表 嘉田由紀子)

③東アジアの中の琵琶湖､その成立と人間生態系に関する総合研究 (代表 中島経夫)

④琵琶湖沿岸生態系の動態に関する研究 (代表 芳賀裕樹)

(2) 共 同研 究

①子供博物館の展示と利用に関する研究 (代表 芦谷美奈子)

②社会的要因が内湖の生態系に与える影響 (代表 美濃部博)

③屋外展示 ･生態観察地および水路における生物モニタリング (代表 草加伸吾)

④高等学校における博物館利用の実践的研究 (代表 高橋政宏)

⑤住民参加で収集した気象情報の利活用に関する基礎研究 (代表 西之園晴夫)

⑥生活の科学の接点としての環境調査の手法開発に関する研究一参加型から対話型へ-

(代表 高谷好一)

⑦琵琶湖集水域における中世村落の考古 ･文献資料の総合的評価にもとづく研究

(代表 橋本道範)

⑧琵琶湖の生態系の長期的変遷 (代表 Frenette,J.J)

⑨琵琶湖周辺域における過去1万年間の自然環境と人間活動の変遷 (代表 宮本真二)

⑬滋賀県内における地上性歩行虫類 (オサムシ･ゴミムシ)の分布 (代表 八尋克郎)

⑪カワウによる水域生態系から陸域生態系への物質移動とその影響 (代表 亀田佳代子)

⑫古琵琶湖層群の堆積環境と堆積過程-古琵琶湖層群下部におけるデルタ成堆積物の研究

(代表 里口保文)

⑬大分県安心院町での長鼻類化石の発掘と解析 (代表 高橋啓一)

⑩古琵琶湖および海洋における魚類群構造 :そのパターンとプロセス (代表 Rossiter,A.)

⑮滋賀県における陸産貝類の分布に関する研究 (代表 中井克樹)

⑬沿岸域モニタリングのための常設型リモートセンシングの運営に関する基礎的研究

(代表 戸田 孝)
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環境総合研究所 大西 行雄

コメント 彦根気象台 防災業務係長 能勢 和彦

(卦 ｢湖上交通が果たした役割の変遷史

一琵琶湖博物館 ･丸子船交流デスクでの活動をきっかけに-｣

琵琶湖博物館 主任学芸員 用田 政情

コメント 滋賀県立安土城考古博物館 大橋 信弥

研究発表2

④ ｢滋賀のトンボの分布｣ 琵琶湖博物館 主任学芸員 内田 臣-

コメント 滋賀県立大学 助教授 近 雅博

⑤ ｢足跡化石から探る古琵琶湖の動物群｣

滋賀県足跡化石研究会 会長 岡村 喜明

琵琶湖博物館 専門学芸員 高橋 啓一

コメント 京都大学 助手 神谷 英利

⑥ ｢琵琶湖周辺の水田を利用するナマズの生態｣

琵琶湖博物館 専門学芸員 前畑 政善

コメント 水産試験場 総括専門員 高橋 誓

⑦ ｢琵琶湖における外来魚の生態と現状｣

琵琶湖博物館 主任学芸員 中井 克樹

コメント 琵琶湖研究所 主任研究員 潰畑 悦治

総括討議

閉会あいさつ

琵琶湖研究所 所長 中村 正久

滋賀県立大学人間文化学部 学部長 西川 幸司

琵琶湖博物館 館長 川那部浩哉

進行 :琵琶湖博物館 総括学芸員 嘉田由紀子

琵琶湖博物館 副館長 西岡 信夫

(5) 公表された主な研究成果

研究成果は､琵琶湖博物館研究業績集第3号に詳しく収録する｡ここでは代表的成果のみを掲載し

た｡

･湖沼研究系

Nakajima,T.,Tainaka,Y.,Uchiyama,J.andKido,Y.1998.Pharyngealtoothremains

ofthegenusCypT･LnuS,includinganextinctspecies,from theAkanoiBay

Ruins.Copeia,1998(4):1050-1053.

楠岡 泰.1998.琵琶湖の共生藻類をもつ繊毛虫の生態 :餌条件で形態変化をおこす繊毛虫

Paradileptus.日本陸水学会第63回大会,松本.

Nakano,S.,Kitano,S.,Nakai,K.andFausch,K.D.1998.Competitiveinfluences
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Grygler,MarkJoseph

･1998年7月19日～30日 (オランダ:国立ライデン自然史博物館､アムステルダム大学､イギ

リス :大英自然史博物館)自然史系標本の利用の実態､標本管理の状況､および欧州の主た

る3博物館における慣習の実態調査

高橋 啓一

･1998年10月16日～30日 (中国:北嘉市)企画展 ｢絶滅と進化｣準備のための事前調査

牧野 久実

･1998年 7月13日～8月17日(イスラエル :ガリラヤ湖)文部省科研費 ｢イスラエル国ガリレヤ

湖周辺地域の宗教文化についての総合研究｣

宮本 真二

･1999年 1月12日～21日 (アメリカ合衆国)全国科学博物館協議会による ｢科学系博物館にお

ける環境教育に対する取り組みに関する海外先進施設調査｣

(ll)研究関連の印刷物

琵琶湖博物館研究調査報告10号 ｢滋賀県のトンボ｣晴蛤研究会編､1998年8月発行 283頁､A4版､

3,000部

琵琶湖博物館研究調査報告11号 ｢水がはぐくむ生命 (いのち)一琵琶湖と魚と人間 ･東アジア的世

界のなかで一｣中島経夫 ･中藤容子編､1998年4月発行､94頁､

A4版､2,000部

琵琶湖博物館研究調査報告13号 ｢よみがえる丸子船｣用田政晴 ･牧野久実編､1999年3月発行､

96貢､A4版､1,000部

琵琶湖博物館業績目録2号 ｢1997年 1月から1998年3月までの業績｣滋賀県立琵琶湖博物館編､

1999年3月発行 80頁､A4版､1,000部

琵琶湖博物館研究発表会プログラム 1998年6月発行 20頁､A4版､300部

琵琶湖博物館研究発表会ポスター A2版､1,000部

琵琶湖博物館研究発表会チラシ A4版､3,000部

(12)研究に対する賞

布谷和夫､1999年3月､第 1回全日本博物館学会学会賞 受賞

｢参加型博物館に対する考察一琵琶湖博物館を材料として-｣全日本博物館雑誌 23(2):15-24.

-14-

















1819 3月13日27日 ヨシ笛をつくろう 水上 .高橋 .江島 6085

(9) 博物館入門セミナー､博物館講座､専門講座

入門セミナーは､琵琶湖博物館の展示や活動の内容について､実際の展示を創ってきた学芸職員が

解説をし､参加者に博物館により親しんでもらうためのものであり､水曜コースと土曜コースが選択

できる｡また､将来博物館の活動に何らかの形で関わって行きたいという方にも､ "博物館で何がで

きるか､何をしたいか"を考えてもらうという狙いもある｡平成10年度には､前年度に引き続いて

｢湖をめぐる自然と人間｣をテーマに第6期､第7期入門セミナーを開催した｡

博物館講座は､学芸職員が専門テーマについて分かりやすく解説するものである｡専門講座は､あ

る特定の分野について専門的知識や技術を身につけたい方のための講座であり､教員やアマチュアの

研究者を対象としたものである｡その詳細は下表に示した｡

第6期 入門セミナー

- 水曜コース 土曜コース 担 当 者
7- - マ 登録者7名 登録者6名

暮らしと博物館 4月15日 4月18日 嘉田由紀子 (環境社会学)

湖と大地の歴史 5月13日 5月9日 中島 経夫 (古生物学)

人と湖の歴史 5月20日 5月16日 牧野 久実 (民族学).用田 政晴 (考古学)

湖と農村 6月3日 6月6日 水上二己夫 (農業工学)

湖と生物 6月17日 6月20日 中井 克樹 (動物生態学)

希少淡水魚と博物館 7月1日 7月4日 松田 征也 (淡水魚類学)

第7期 入門セミナー

- 水曜コース 土曜コース 担 当 者
′ 丁 - マ 登録者10名 登録者9名

暮らしと博物館 10月28日 10月31日 嘉田由紀子 (環境社会学)

湖と大地の歴史 11月11日 11月14日 木田千代美 (古植物学)

湖と人の歴史 11月25日 11月28日 小笠原俊明 (河川工学)

湖と魚 12月9日 12月12日 前畑 政善 (魚類生態学)

湖と自然 12月16日 12月19日 江島 穣 (理科教育学)

湖と森 1月13日 1月16日 草加 伸吾 (森林生態学)
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(ll)水族展示交流活動

1998年7月から水族館展示 ･トンネル水槽において潜水者 (飼育係員)と展示交流員による展示交

流を開始した｡(実施日:1998年7月25日､10月17日､10月31日､11月21日､12月5日の計5回)｡ま

た､水族飼育係員による､古代魚水槽での説明を開始した (実施日:1999年2月23日･3月10日)0

そのほか､水族展示を巡りながら､魚に関するクイズに答える ｢水族展示探検クイズ｣と､滋賀県内

の淡水魚を各月一種類ごとを紹介する ｢今月の魚｣(A4サイズ両面刷り)の配布を行った｡

(12) フィール ドレポーター

フィールドレポーターとは県内を中心に､身近な生き物

や生活に関する情報を定期的に報告してもらい､得られた

情報を博物館の資料として保存し､展示や交流の中で活か

していくという制度である｡この制度は平成9年度からス

タ-トし､平成10年度は143名の登録者があった｡

活動として､博物館からテーマを提示して報告する年4

回のアンケート調査と､自由な内容で身近な情報を随時報

告する自由回答調査の2種類を実施した｡レポーターから

の情報は､ ｢フィールドレポーター便り｣と年3回の ｢フィー

ルドレポーター交流会｣においてとりまとめ､結果の報告

を行った｡また､レポーターの中から可能な人には､情報

のとりまとめ､活動の企画､交流会の開催などに参加して

もらった｡

調 査 ･活 動 実 績

フィールドレポーター交流会

調 査 内 容 実施 月 報告数(件)

タンポポ調査 5.-8 358

ホタル調査 7′-8 58

案山子調査 8-2 205

お雑煮調査 10-ll 135

自由型調査 周 年 52

活 動 内 容 実施 月 回 数

フィールドレポーター便りの発行 8,12,3月 3
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･電子交流ネットワークシステム (LBMNET)

前年度までに整備 したシステムは､博物館が一方的に情報提供をするという性格の強いものである

ので､博物館内部の職員が利用 してきたパソコン通信の技術を利用 した電子掲示板 システムに一般公

開用の部分を新設 し､1998(平成10)年10月13日より一般公開 した｡年度内に30名の利用申し込みを

受け付けた｡来年度中を目標に､インターネットからこの掲示板にアクセスできるシステムの運用を

計画 している｡

･インターネットページ (ホームページ)

インターネットを経由して博物館に接続することにより､展示案内､行事案内､交通案内などの情

報を受信できる｡また､現在博物館資料の検索を行えるよう準備を進めている｡

さらに､インターネット･メールで専門的な内容についての質問を受け付けており､このメールの

宛先 もホームページで案内している｡1998(平成10)年度の利用状況は以下のとおりであった｡

インターネットページへのアクセス件数

月 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 1 2 3

総 ヒット数 28,96540,52535,91940,75145,98038,51653,12164,38850,22868,09762,32277,833

連続アクセス 1,888 2,451 2,361 2,360 2,807 2,592 2,495 2,518 2,270 2,823 2,780 3,838

･総ヒット数 :サーバに対するすべての種類のデータ要求の総数 (ただし､博物館内部からの要求は除外)0

各ページの定義ファイルはもちろん､ページを構成する画像ファイルの要求も含まれる｡

･連続アクセス :同一利用者が概ね1時間以内に再度アクセスしたと思われるものは､合わせて 1件と数え

た場合のアクセス件数 (博物館内部からのアクセスは除外)

･表紙アクセス :｢連続アクセス｣のうち､ウエルカムページ (表紙ページ)を経由したアクセス件数

※ ｢エリアキャッシュ｣を利用して利用者側の組織内で情報を再使用している場合は､合わせて1件としか

計数されていない｡

[インターネットページで案内している宛先へのメール受け付け状況]

全部で89通のメール (以前のメールに対する回答などを除 く)があり､うち29通は特に回答を要 し

ない感想等であった｡残り60通については､情報センター担当者またはメール内容に応 じた学芸職員

が回答 した｡回答は原則として電子メールによったが､内容に応 じて電話連絡によったり､資料送付

をもって回答に替えたりしたものもある｡メールの内容は以下のようなものであった｡

No. 内 容 件 数

1 ページ内容についての意見 .感想 7

2 ページ運営状況についての問い合わせ .アンケー ト 4

3 リンク許可依頼 .設置報告 16

4 情報掲載許可依頼 4

5 展示内容についての意見 .感想 9

6 施設 .行事 .来館方法についての問い合わせ 6

7 パ ンフレット送付依頼 2
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9 視察受入依頼 .運営状況問い合わせ 2

10 県下の他の博物館等の施設に関する問い合わせ 2

ll 博物館実習に関する問い合わせ 3

12 特定の博物館スタッフへのあいさつ 8

13 自作音楽を館内で使って欲しいとの申し出 1

14 イベント案内情報告知 1

(3) 資 料 整 備

以上のような活動の前提となる資料収集のうち､情報活動との関連が特に密接な図書文献資料及び

映像資料について､以下のとおり整備した｡

ア.図書文献資料

の 図 書 (単位 :冊)

区 分 平成9年度までの合計 平成10年度実績 合 計

購 入 図 書 14,327 1,965 16,292

寄 贈 図 書 1,804 2,415 4,219

データ入力済図書 18,175 4,284 22,459

データ入力済文献 19,452 2,214 21,666

仰 雑 誌 (単位 :件)

区 分 タイトル数 合 計

和 雑 誌 845 1,247洋 雑 誌 365

中 国 雑 誌 37

ィ.映 像 資 料

(単位 :点)

区 分 平成7年度末 平成8年度 平成9年度 平成10年度 合 計

動 画 資 料 350 48 21 13 432

静 止 画 資 料 56,654 3,000 2,500 1,273 63,427

(合 計) 57,004 3,048 2,521 1,286 63,859
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(4) 情報システムの構築

準備室時代の平成4年度から年次進行でシステム整備を進め､平成 8年度の第 5期計画で一応の完

成をみた｡平成10年度は､前年度に引き続きこのシステムに対して､以下のような追加整備を行った｡

《リース切れ機器の更新≫

平成6年度の第3期整備事業で導入した備品 (4年 リース)が､ リース期限を満了したことに伴い､

以下の機器を新規購入 した｡

･文字情報サーバ DELLPowerEdge4300

･インテリジェント-ブ CONTECRT-1224S

･画像情報検索端末 PC-98NXMA26D/S7

･画像情報入力端末 PowerMacintoshG3MT300

･画像情報プリンタ OKIMicroLine905PS

･画像情報プリンタ OKIMicroLine700N

･情報利用サーバシステム自動停止制御装置 トツ

台

台

台

台

台

台

セ

1

1

1

1

1

1

1

《ソフトウェアの追加開発》

情報システムで運用しているソフトウェアについて､実際に開館して連用を進めていく中で明らか

になってきた不十分な面に対応するため､下記の内容でソフトウェアシステムの追加開発を行った｡

･データベース公開システム基本エンジン

･図書データベース公開システム

･魚類 〝

･気象 〝

･インターネットページの増強

･地学データベースの再構築
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4 資料整備活動

琵琶湖博物館では､｢琵琶湖とその集水域および淀川流域｣およびその全体的評価にかかわるもの､

ならびに博物館のテーマ ｢湖と人間｣に関係する日本､アジア､世界の湖沼とその周辺地域におよぶ

自然､人文､社会科学等にかかる過去から現在までの実物の資料､生魚などの水族資料､映像資料､

図書資料および博物館業務に必要な資料の収集整理保管､および利用をはかり､博物館活動の充実に

つとめている｡

収集は､博物館職員による収集､受贈､受託､交換､購入､製作､提供､参加型調査等によって行

い､これらを必要な時にただちに利用できるよう､各資料区分ごとの体系に従って整理し､長期間に

わたり安全に良好な状態を保てるよう保管している｡

またその資料は､保存に影響を与えない範囲で､展示､閲覧および貸出等に利用している｡ここで

は映像資料､図書資料を除いた資料について掲げておく｡

(1) 収蔵資料点数

･地 学 標 本

岩 石

化 石

ボーリング資料

･植 物 標 本

陸 生 植 物

水 生 植 物

･動 物 標 本 (液浸標本を除く)

貝 類

昆 虫 類

脊 椎 動 物

鳥 類

･液 浸 標 本

微 生 物

貝 類

昆 虫 等

魚 類

･考 古 資 料

･歴 史 資 料

･民 俗 資 料

滋賀県内有形民俗文化財資料

小牧家提供民具

14,000点

1,600点

10,500点

1,250点

71,000点

69,000点

2,000点

54,000点

9,000点

44,600点

84点

72点

54,300本

200本

4,100本

19,000本

31,000本

2,000点

140件

7,400点

6,514点

700点
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提供漁具等

･環 境 資 料

環境教育の成果品等

環境に関するアンケート等

･水 族 資 料

(2) 新規資料収集

･提 供

活魚運搬木箱はか

-シナガ トゲニナ (トゲカワニナ科)

カ ジ は か

絵葉書はか

･受 贈

トンボ類幼虫標本

甲 虫 標 本

トンボ類成虫標本

･購 入

歴 史 資 料

･製 作

琵琶湖木造船模型

224種

合計

214点

12,000点

2,000点

10,000点

30,000尾

約 222,000点

11点

1点

8点

4組

30点

50点

6,804点

4件

5点
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-L･････-ll.1･･-ll,･･･ 平 成 10年 度 主 な 繁 殖 魚 類 -L".･p-L･.･･L-I"･L

日本産

コイ科

ミヤコタナゴ

ゼニタナゴ

シロヒレクビラ

イタセ ンパ ラ

スイゲ ンゼニタナゴ

カゼ トゲタナゴ

ニ ッポ ンバ ラタナゴ

カワバ クモロコ

ヒナモロコ

シナイモツゴ

ウシモツゴ

ホンモロコ

ドジョウ科

アユモ ドキ

トゲウオ科

ハ リヨ

ムサ シ トミヨ

-ゼ科

アオバ ラヨシノポ リ

外国産

コイ科

カラヒガイ

コウライハス

トンキ ン トゲタナゴ

ウエキゼニナタゴ

ノーザンファットヘッドミンノー

サ ンフィッシュ科

ロングイヤーサンフィッシュ

学 名

Tanahiatanago
Acheilognathustypus
Acheilognathustabiratabira
AcheilgnathuslongLPLTmis
RhodeussinensissuLgenSis
Rhodeussinensisatremius
Rhodeusocellatushurmeus

Aphyocyprisr･asborella
Aphyocyprischinensis
Pseudorasborapumirapumira
Pseudorasborapumirasubsp.
Gnathopogoncaerulescens

LeptobotiacuT･ta

Gasterosteusaculeatusleiurus

Pung乙tiuspung乙tiussubsp.

RhiTWgObiussp.BB

Sarcocheilichthyssinensissinensis
Opsariichthysbidens
Acheilognathustonhinensis
Rhodeusuyehii
Pi7nePhalespromelasproTnelas

Lepomismegalotispeltastes

イタセンパラ

7
2
8

5
8

5
9
2
7
0
9

7

6
7
2
4
0

6
1
5
2
3
6

4

1

2
1
2
3
4

65

9
4

4

5
5

3
9

3

2
9

2
5

11

522

ヒナモロコ

(3) 資 料 整 理

資料の整理は､データの添付､標本製作､保存処理､修復､補修､同定 ･鑑定､収納､登録､煩蒸､

損害保険等の手続きを含む｡これらの詳細は､各資料の区分ごとに方針､要領によって定められ実施

した｡
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整 理 資 料

･地 学 標 本

地 学 標 本 約12,000点 新データベース登録

約 100点 分類収納

･植 物 標 本

桑島氏植物標本 約6,000点 マウント､ラベル添付､焼蒸

村瀬氏植物標本 約 11,200点 マウント､ラベル添付､煉蒸

･動 物 標 本

滋賀県産甲虫標本 約5,000点 展足､ラベル添付､煙蒸､収納

日本産チョウ･ガ類昆虫模本 約500点 展麹､ラベル添付､煩蒸､収納

トンボ標本 2,000点 展廻､ラベル添付､煉蒸､収納

脊椎動物標本 約180本 焼蒸､収納

･液 浸 標 本

近畿産水生昆虫液浸標本 約500本 小分け､ラベル添付､粗同定､収納

甲虫類標本 358本 保存液交換 同標本 258本 同定

水生昆虫液浸標本 約 18,000本 アルコール液点検 ･補充､収納

同標本 約7,000点 ラベル追加添付

魚類標本 約4,000本 保存液交換

･民 俗 資 料

民 具 資 料 約7,400点 一部登録番号照会､一部写真撮影

(4)燥 蒸

資料に付着する成虫 ･卵 ･桶および徴等､資料保存のために有害な生物の殺虫防除を目的に､収蔵

庫煉蒸､展示室煩蒸および煩蒸庫煙蒸を行った｡収蔵庫のガス煉蒸は平成10年9月7日から9日まで､

植物､動物､民俗､環境の各収蔵庫について実施した｡煉蒸庫における新規搬入資料のガス煉蒸は､

4回実施した｡
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(5)保存環境調査

博物館として資料に良好な保存環境を作り上げてこれを維持するため､平成4年度から文化庁およ

び東京国立文化財研究所の指導と助言を受けて､各種の検討と調査､測定を行っている｡

特に文化財に影響を及ぼすと考えられる温湿度､酸やアルカリによる空気汚染､照明､生物被害に

ついて行ってきた｡

測定指示薬含浸嬉紙法による環境調査を月に1回､特別収蔵庫､一時保管庫､映像収蔵庫､写場を

中心に行い､それらの結果をもとに東京国立文化財研究所の指導を受けた｡

また､シグマⅡ型温湿度記録計による32日間連続測定を年間を通して継続して行った｡

(6)収蔵資料の貸し出し

貸 出 先 期 間 貸 し 出 し 資 料

若葉小学校 10月13日 ～ 11月8日 琵琶湖写真パネル

山村昌之 2月13日 ～ 3月7日 蝶標本

苅部治 11月21日 ～ 11月21日 昆虫標本 (トンボ類)

島根県八雲立つ風土記の丘資料館 9月15日 ～ 11月30日 ヘラ状木製品 (琴)他

友田淑郎 9月28日 ～ 11月30日 Xenocyprisargentia

大沼芳幸 10月6日 ～ 11月30日 ナマリ､オトリダライ他

熊谷明生 10月7日 ～ 11月30日 オオクチバス他

(7) 資料調査研究員

琵琶湖博物館の展示､調査 ･研究､情報､交流 ･サービス事業など博物館活動に必要な資料 ･情報

の調査､収集等の協力を求めるため､琵琶湖博物館資料調査研究員を選任し､博物館活動への協力を

依頼している｡

平成10年度は､歴史系5名､環境系10名､計15名に協力をお願いして､各種情報 ･資料の提供を受

けた｡

平成10年度 資料調査研究員名簿

分 野 氏 名 専 門 所 属

歴史系 土 井 通 弘 書跡 .典籍 県立琵琶湖文化館

中井 均 考古学 米原町教育委員会

八 杉 淳 文献史学 草津市街道文化情報センター

高 梨 純 次 美術史 県立近代美術館

中川 正 人 保存科学 滋賀県文化財保護協会
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高 橋 さ ち子 魚 類 龍谷大学

中川 真 澄中川 優中部 徹 地域社会史魚 類昆虫類 長浜南小学校枚方高校

(8)資料評価委員

博物館として重要な資料の購入や受贈等にあたって､博物館資料としての学術的評価と価格評価を

行うため､あらかじめ選定しておいた33名からなる資料評価者名簿をもとにしながら資料評価委員を

選任し､資料評価を依頼している｡

平成10年度は､資料購入にあたって2件の資料評価を受けた｡

(9) 資料関連の印刷物

琵琶湖博物館資料目録2号 ｢魚類標本2｣ 1999年3月発行 159頁､A4版､2,000部
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･関連行事 ｢トンボをっかまえよう｣期日 :8月9日 16:30-18:30

企画展 ｢近江はトンボの宝庫｣展示室風景

企画展 ｢近江はトンボの宝庫｣入口付近

2)企 画 展 ｢絶滅と進化一動物化石が語る東アジア500万年｣

会 期 :平成11年 1月15日 陰)～ 4月11日 (日) 74日間

料 金 :大人 900円､ 高校 ･大学生 700円､ 小･中学生 450円

総観覧者数 31,392人

琵琶湖周辺で発見される脊椎動物化石を東アジア全体の中で位置づけ､その価

値を考えるとともに､博物館で行っている ｢東アジアの中の琵琶湖､その成立と

人間生態系に関する総合研究｣の中間発表という意味合いもあった｡本展では､

日本初公開の中国の動物化石約70点の迫力ある展示を中心に､化石の研究の紹介

や博物館における研究の大切さを解説 した｡また､企画展では初めて展示解説ボ

ランティアを試験的に導入 した｡

企画展 ｢絶滅と進化｣テープカット

企画展 ｢絶滅と進化｣展示室風景

3)水族企画展 ｢南の島の魚たち-琉球列島の淡水魚｣

会 期 :平成10年7月18日 出 ～ 10年8月30日 (日) 38日間

料 金 :(常設展料金)

琉球列島は､多くの島々からなっている｡淡水域が少なく気候も温暖なことか

ら､そこには本州では見ることのできない多くの魚類が分布 している｡本展では､

リュウキュウアユ (標本)をはじめ､タナゴモドキやタメトモ-ゼなどの淡水魚

類を水槽展示 し､琉球列島の地史と生物相の形成を紹介するとともに､人びとと

水との関わりについて写真パネルやリーフレットで紹介 した｡
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6 国際交流活動

(1) フランス･パリ 『国立自然史博物館』と琵琶湖博物館の相互協力に関する覚え書きの締結

1998年9月25日に本館とパリの国立自然史博物館(LeMuseumNationald'HistoireNatureue)

との問で相互協力に関する覚書が調印された｡その経過と内容は以下のとおりである｡

《覚え書き調印までの経過≫

1997年6月に琵琶湖博物館で行われた ｢世界古代湖会議｣の後､同年夏に国立自然史博物館の

一部に属する ｢進化大博物館 (GrandeGaleriedel'Evolution)｣から､琵琶湖博物館との間

で協力に関する協定を締結したいとの要請があった｡そこで同年10月に本館の川那部館長がパリ

を訪れる機会に､楠岡主任学芸員を同行 し､進化大博物館を訪問し､ その館長 ブランダン

(PatrickBlandin)教授から改めて要請がなされ､打ち合わせを行った｡

1998年7月になって､進化大博物館だけでなく､国立自然史博物館全体のものにしたいとの要

請がフランス側から川那部館長に対してなされた｡その後覚書の内容を相互に検討し､1998年9

月この覚書の調印を行った｡なお､調印は本館川那部館長とEg立自然史博物館 ドゥ･リュムリー

(HenrydeLumley)館長とのあいだで行われ､調印式にはブランダン教授､本館の嘉田総括

学芸員が同席した｡

《覚 書 の 内 容 ≫

① 研究者､博物館職員の交流

② 共同研究､シンポジュム､特別展などに関する交流

③ 方法論や技術に関する交流

④ 出版物､資料､標本などの交換

⑤ その他
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滋賀県立琵琶湖博物館とパリ国立自然史博物館間の

相互協力に関する覚え書き

滋賀県立琵琶湖博物館およびパリ国立自然史博物館 (以下 ｢両館｣とよぶ ｡ )

は､ここに相互の友好を深め､研究等博物館活動に関する交流を促進する意図

のもとに､相互協力に関する覚え書きを交わす｡

1.両館は特に次の諸活動を行うことを奨励する｡

1)研究者等博物館職員の交流

2)共同研究プロジェクト､シンポジウム､特別展等に関する交流

3)技術や方法論に関する情報交換

4)出版物､資料､標本の交換

5)博物館間で合意を得た博物館活動に関する他の事柄の交流

2.前項の諸項目の具体化については相互利益の原則のもとに､それぞれの国

の法律および館の能力に則り､関係部局で協議のうえ実施するものとする｡

3.両館は､協力関係を実現するために､いろいろな所から資金を調達すべく､

努力を行う｡

4.本覚え書きの有効期間を調印から5年とする｡ 相互に協議により､更新 も

変更も可能である｡

5.本覚え書きの原文を､英語で作成する｡

調印日

滋賀県立琵琶湖博物館

館長 川那部活哉

ー47-

調印日

パリ国立自然史博物館

館長 アンリ･ドゥ･リュムリー



MemorandumofCooperationBetween
TheLakeBiwaMuseumand

TheNationalNaturalHistoryMuseumofParis

TheLakeBiwaMuseumandtheNationalNaturalHistoryMuseumof
Paris(thetwomuseumshereinafterreferredtoastheParties),hereby
agreetodeepenthefhendshipbetweenthepartiesandtopromotethe
developmentofresearchandothermuseu血activitiesonbothsidesby
establishingafbmalcollaborativeacademicrelationship.

Article1:

ThePartiesagreetopromotethefollowingactivities:
1.Exchangeofresearchersandothermuseumstaff.
2.CooperationinJOlntresearchprqJeCtS,JOlntSymposia
andspecialexhibitions.

3.Exchangeoftechniquesandprofessionalexpertise.
4.Exchangeofpublications,informationandspecimens.
5.Exchangeorcooperationinothermuseumactivities,tobe
determinedthroughfuturediscussions.

Article2:

ThePartiesagreetoca汀yOuttheaboveaccordingtotheirabilities,ina
splrltOfreclprOCltyandinaccordancewiththelawsoftheirrespective
countriesthroughdiscussionbetweenthePartiesandrelatedagencies.

Article3:
ThePartieswillmakeeffわrtstoraisefundsfromvarioussourcestomake

theprogrammesforcooperationfeasible･

Article4:

Thismemorandumiseffectiveforfiveyearsfromthedateofsigning.It
isrenewableandcanbemodifiedbymutualagreement.

Article5:

ThismemorandumhasbeendrawnupinEnglish.

Date -2:f呼んyb ノ 7PRU'

HiroyaKawanabe
Director
LakeBiwaMuseum.
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Date V叫 トIJ⊥ TLつ .J L l999

HenrydeLumley
Director

NationalNaturalHistory
MuseumofParis.



Ⅱ 利 用 状 況

1 平成10年度入館者数

(1) 総入館者数

年 月 開 館日 数(日) 有 料 入 館 (人) 無 料 入 館 (人) 総 計(人) 1日当り平均(人)一 般 高大学生 小中学生 有料計 65歳以上 身障者 家庭の日 体験学習 子供の日 学校行事 その他 無料計

10 4 25 35,445 4,360 7,860 47,665 720 312 432 72 2,700 154 4,390 52,055 2,082

10 5 27 59,347 8,778 15,810 83,935 1,299 627 421 50 477 2,740 227 5,841 89,776 3,325

10 6 25 41,992 2,189 8,627 52,808 1,232 909 299 86 4,162 116 6,804 59,612 2,384

10 7 27 46,717 i,649 9,935 58,297 1,413 500 246 35 715 109 3,018 61,315 2,271

10 8 26 70,880 3,257 23,472 97,609 1,194 704 222 64 425 344 2,953100,562 3,868

10 9 20 36,957 1,425 5,463 43,845 498 409 359 45 1,604 306 3,221 47,066 2,353

1010 27 42,084 1,569 20,421 64,074 1,495 776 392 26 8,953 345 ll,987 76,061 2,817

10ll 24 45,256 1,373 9,148 55,777 908 568 223 17 2,286 203 4,205 59,982 2,499

10 12 23 13,299 658 2,303 16,260 286 121 149 17 283 55 911 17,171 747

ll 1 24 16,482 514 3,009 20,005 236 110 288 21 657 76 1,388 21,393 891

ll 2 23 15,111 576 3,552 19,239 193 141 298 31 383 170 1,216 20,455 889

ll 3 26 28,047 1,363 6,985 36,395 553 315 297 20 716 242 2,143 38,538 1,482

平成10年度 月 別 来 館 者 数

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 (月)
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(2)学校等入館者数 上段 (全体) 下段 (県内)

年 月 小 学 校 中 学 校 高 校 その他学校 総 計

学校数 人 数 学校数 人 数 学校数 人 数 学校数 人 数 学校数 人 数

10 4 16 1,774 5 431 21 4,013 1 35 43 6,253
2 188 4 396 12 2,172 1 35 19 2,791

10 5 74 5,480 25 3,554 35 6,724 7 136 141 15,894
26 1,649 5 810 1 200 4 81 36 2,740

10 6 45 3,564 28 4,527 10 1,439 1 10 84 9,540
28 2,058 9 1,580 4 435 1 10 42 4,083

10 7 6 427 15 1,285 7 182 0 028 1,894
3 104 8 526 4 48 0 0 15 678

10 8 5 287 7 141 3 119 0 015 547
3 178 7 141 2 34 0 012 353

10 9 28 1,829 3 168 6 596 2 45 39 2,638
20 1,252 0 0 2 315 2 45 24 1,612

10 10 248 20,786 30 5,497 14 825 .4 125 296 27,233
99 7,710 6 922 4 125 1 26 110 8,783

10 ll 46 3,595 20 3,105 ll 899 3 103 80 7,702
23 1,503 3 331 6 476 1 8 33 2,318

10 12 10 970 1 6 3 112 0 014 1,088
3 169 1 6 3 112 0 -0 7 287

ll 1 12 957 0 0 1 310 1 2了 14 1,288
3 333 0 0 1 310 0 0 4 643

ll 2 19 1,637 0 0 3 98 0 0 22 1,735
6 362 0 0 0 0 0 0 6 362

ll 3 20 1,087 2 241 8 555 2 14 32 1,897

2 36 2 241 3… 369 2 14 9 660

計 529 42,393 136 18,955 二122 15,872 21 489 808 77,709
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3 新聞掲載 (取材)記録

月 日 記 事 タ イ トル 新聞社名 月 日 記 事 タ イ トル 新聞社名

4 457 Lがキャンパス通信 学問のすすめ 京都新聞中日新聞読売新聞 6 66 ｢世界環境デー｣にちなみ琵琶湖博物 京都新聞京都新聞

川那部 浩哉さん 館でシンポ

宝の湖 琵琶湖博物館を訪ねて 大津 読者の欄 ｢窓｣投稿文

支局長から 661617ワイドビュー 滋賀県の環境保全､真 日本経済

琵琶湖博物館の総合案内書完成 価これから 新聞

7 琵琶湖博物館が案内書発行 京都新聞 どうする環境 世界環境問題 琵琶湖 中日新聞日本経済新聞京都新聞

1010llタンポポ､ホタル調査-住民参加で広 京都新聞産経新聞毎日新聞 博物館でシンポ

く募るタンポポとホタル分布 .生息調査を県民参加型で '97年滋賀県の観光客過去最高｢エコ草津体験隊｣始まる

ホタル .タンポポ県民が参加生息調査 1818平安神宮神苑の一文字タナゴについて 産経新聞読売新聞

141922あなたも地元の研究者 タンポポ .ホ 朝日新聞夕刊フジ読売新聞 秋山虞光主任学芸員

夕ルで環境調査 観光客､最多の4,264万人

琵琶湖攻略新スポット ｢琵琶湖博物 2225現代のことば ｢ついでさま｣ と ｢そ 京都新聞
館｣ の気さま｣ 嘉田由紀子 (夕刊)

琵琶湖博物館､入館者150万人突破 琵琶湖との関わり考え合同学習会 新宗教新聞

2222県立琵琶湖博物館開館以来の入館者150 朝日新聞毎日新聞 282830第 1回琵琶湖博物館研究発表会で報告 京都新聞中日新聞読売新聞

万人突破 近江はトンボの宝庫

琵琶湖博物館入館者150万人達成 黄色いアマガエルについて 琵琶湖博

222223琵琶湖博物館の入館者446日日で150万 京都新聞産経新聞朝日新聞 物館談

人突破もうすぐゴールデンウイークあなたは 琵琶湖博物館 学芸員ら研究成果発表7 7 湖国観光客 昨年､最高の4,264万人 京都新聞

どこへ? 916オピニオン解説 クラゲ飼育について 京都新聞京都新聞

GW行楽地に40万人県警予想 琵琶湖博物館談

23GW人出40万人県警予想 読売新聞 琵琶湖博物館 2つの企画展

24県警が人出予想行楽地へは40万人 中日新聞 19242526 ｢近江はトンボの宝庫｣展 琵琶湖博 毎日新聞読売新聞

2429現代のことば ｢桜散る頃､雨夜のホ 京都新聞 物館

タル｣ 嘉田由紀子 (夕刊) SEE 夏休みに親子で楽しめるスポッ
琵琶湖博物館特別研究セミナー開催 読売新聞 ト｢滋賀県立琵琶湖博物館｣ (夕刊)

30凡語 タンポポ調査に関して 京都新聞 県立琵琶湖博物館が ｢びわ湖 .ミュージアムスクールモデル事業｣開始 京都新聞産経新聞

53410みんなでスピーキング タンポポが語 毎日新聞京都新聞毎日新聞

る身の周りの自然 琵琶湖博物館プログラム提供 ユニー

環境講座の参加者を彦根ロータリーク ク新事業 ｢びわ湖 .ミュージアムス

ラブ募集竹の花が咲く 琵琶湖博物館談 クールモデル事業｣

8 11346 県広報 夢ふくらむ夏の滋賀 琵琶湖 各 紙中日新聞中日新聞読売新聞京都新聞

ll1213伊吹山北尾根ふれあいウオ-ク 動植 中日新聞朝日新聞中日新聞 博物館の催し 8月

物の観察 湖のファンタジー聞こえるヨ 滋賀 .

伊吹山北尾根ウオーク 自然保護意識 草津の琵琶湖博物館

狙い初の企画 教育 リポート'98 博物館と湖上で夏休
どうする環境 水と地球問題考えよう みの集中講義

2223エコー 官民連携で脱 .添え物 斎藤 日本経済 琵琶湖博物館の企画展 ｢近江は トンボ

鮎家社長 新聞 の宝庫｣開催中

長浜でカスミサンシヨウウオ発見 京都新聞 琵琶湖博物館 希少淡水魚10種繁殖成功

26地球の環境問題を考える 琵琶湖博物 産経新聞 6788 夏休みの自由研究に ｢琵琶湖周遊フア 京都新聞館でシンポジウム ミリークルージング｣をどうぞ琵琶湖博物館 絶滅危倶種の10種､繁 (夕刊)産経新聞日本経済新聞毎日新聞6 244 湖国随想 ｢50年ぶりの乱舞｣ 嘉田 中日新聞京都新聞京都新聞

由紀子 殖に成功

｢ホタルダス調査｣10年目 水と文化研究会県立琵琶湖博物館 初の研究発表会を "進化′′する博物館 琵琶湖博物館近江鉄道旅行センター 琵琶湖バスツ
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月 日 記 事 タ イ トル 新聞社名 月 日 記 事 タ イ ト ル 新聞社名

10181819琵琶湖博物館 ギャラリー展 ｢ワクワ 産経新聞読売新聞神戸新聞 12131313131718222222232627 アジアの猛禽類保護を 琵琶湖博物館 毎日新聞京都新聞読売新聞中日新聞京都新聞産経新聞中日新聞読売新聞京都新聞朝日新聞朝日新聞読売新聞

クたんば探検｣開催 でシンポ

広告のペ-ジ 探求の秋 琵琶湖博物 草津で猛きん類 シンポ アジアの生息

鰭 数や生態報告

随想 沖島の事情 嘉田由紀子 アジア猛禽類保護ネットを 草津でシ

20242531琵琶湖博物館 パソコン通信ネットを 朝日新聞京都新聞中日新聞京都新聞 ンポ

開設 - 東南アジアの猛禽類を守れ 草津でシ

生態学琵琶湖賞 琵琶湖博物館で授賞 ンポ開幕

式 写真家 .故前野さん しのび､有志が遺

西田教授に生態学琵琶湖賞 琵琶湖博 作展企画

物館で受賞式典 琵琶湖の生物たち ｢テナガエビ｣(写

琵琶湖博物館で真野中生ら体験学習 真提供)姿あらわす500万年前の世界 琵琶湖博

ll41214192024随想 ｢探偵ナイ トスコープ｣ と社会 神戸新聞毎日新聞The

学調査 嘉田由紀子 物館企画展

自然界の "異変′′次々 琵琶湖博物館 琵琶湖博物館企画展 マンモスなど日

の談話 本初公開

ShigagoVernmentfightingto 地域総合ニュース6月 琵琶湖博物館

rescue'dying'LakeBiwa随想 ｢水質｣だけをとりあげる認識 DailyYomiuri神戸新聞産経新聞京都新聞 が研究発表会県立大に大学院設置 琵琶湖博物館館長や総括学芸員らが非常勤講師に

の暴力 嘉田由紀子 琵琶湖博物館 フィールド.リボ-タ-

琵琶湖の生物たち ｢ワカサギ｣(写真 活躍中

提供)県立琵琶湖博物館 入館者200万人突破 琵琶湖岸 コンクリ護岸埋め立て再生

1 11678 年始企画 県民アンケ- ト ｢あなたは 京都新聞京都新聞京都新聞産経新聞産経新聞

24242424琵琶湖博物館来館者200万人 2年 1カ 毎日新聞中日新聞読売新聞産経新聞 生き生きしていますか ?｣ 仕事にや

月で達成 りがい 八尋克郎さん

開館624日目に入館者200万人 草津の '99湖国の街から 豊かな水生むブナ守

琵琶湖博物館 れ

草津の琵琶湖博物館 入館者200万人達 ラムサール条約登録 5周年記念 来月

成 多彩な催しを企画

県立琵琶湖博物館 来館者200万人突破 関西かがやき会議 ｢広域連携｣へ向け

24入館者200万人突破 琵琶湖博物館 朝日新聞 発信100人 川那郡浩哉館長

26262727琵琶湖博物館タンポポ調査 帰化種､ 朝日新聞京都新聞中日新聞産経新聞 琵琶湖の生物たち ｢コイ｣(写真提供)

分布域が拡大 99121315151515151670点の動物化石を公開 15日から琵琶 毎日新聞読売新聞産経新聞朝日新聞産経新聞京都新聞朝日新聞産経新聞中日新聞毎日新聞

琵琶湖博物館 タンポポの県内分布調 湖博物館企画展

査の結果発表 ラムサ-ル条約登録を記念 琵琶湖の

琵琶湖博物館 県民参加の県内タンポ 水鳥一斉に調査

ポ調査の結果発表 ラムサール条約登録 5周年記念 水鳥

琵琶湖の生物たち ｢イサザ｣(写真提秩) の楽園 ｢琵琶湖｣守り続ける為に

琵琶湖のラムサール条約登録 5周年改めて 意義 理解を

1234 県内のタンポポ分布 県立琵琶湖博物 産経新聞中日新聞

館が調査 琵琶湖の生物たち ｢ブルーギル｣(写

･県立琵琶湖博物館 来年 1月に企画展 真提供)

78 季節はずれのツツジの花について 琵 中日新聞中日新聞 500万年の進化探る企画展 きようから

琶湖博物館談 琵琶湖博物館で

野洲川河床の化石まとめ冊子 県立琵琶湖博物館 さようから ｢化石

101313現代のことば 200万人の ｢おもさ｣ 京都新聞 500万年史｣展

川那部浩哉 (夕刊) 滋賀県立琵琶湖博物館企画展 きよう

県立琵琶湖博物館のタンポポ調査 ｢在 毎日新聞朝日新聞 から開催

釆種｣の地点比率44% ｢東アジア500万年｣動物化石を展示

｢東南アジア猛きん頬 シンポ｣至芭琶湖 琵琶湖博物館で

博物館で開幕 動物化石で ､､古代の旅′′ 琵琶湖博物館で開幕
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4 雑誌等掲載 (取材)記録

月 記 事 テ ー マ 掲載雑誌名等 月 記 事 テ ー マ 掲載稚誌名等

4 ｢水の話｣淡水にすむ魚 FUJⅠCLEANNEWS 7 びわ湖de遊ぼう !観察施設 びわ湖へでかけよう'99

琵琶湖博物館 1周年で来館者 AM BUSⅠNESSno.22AM ー∋USⅠNESSno.23SⅠNRA 4月号なきごえ 4月号JR西日本パ ンフレツ ガイド マップル

数120万人を突破 科学館サイエンスガイド 滋 21世紀 こども百科科学

これからのミュージアムのあ 賀県立琵琶湖博物館 脂

り方を考える ｢滋賀県立琵琶 滋賀県立琵琶湖博物館 関西版 ぴあ

湖博物館｣ 滋賀 .琵琶湖 水辺をぐるつ Leafれいかる夏号 VOL.9

WEEKENDWALKER'S と散策

SPECⅠAL 琵琶湖のすべて 琵琶湖博物館催 し物案内

が学べる琵琶湖博物館 展示会催し案内 企画展 ｢近 モーニングくさつ

博物館の新しい試み 滋賀県 江はトンボの宝湖｣ VOL.19

立琵琶湖博物館 琵琶湖と暮らし､夏模様 滋 ハートLightLが

近くて､いい旅 電車&ウオー 賀県立琵琶湖博物館 VOL.30

ク ト ､､母なる湖′′琵琶湖は今 川 KawasakiNewsⅢ立命館大学新聞KanSai WalkerNo.16∫.one

DriVlngSpOt オモシロイ びゅーんとびわ湖 崎重工広報誌

のにタメになる､ "琵琶湖の 4月号どきどき パラダイスこどもぴあアミユ-ズメントBOOK'98グラフ京阪 来て !見て !草津 滋賀県立

テーマパーク〝 琵琶湖博物館

琵琶湖には､日本一大きな ､､ SUMMER VACATⅠON in

ナマズ"がすんでいるんだ ! OTSU 滋賀県立琵琶湖博

おでかけmap 琵琶湖の素 物館

顔にふれられる博物館 滋賀県立琵琶湖博物館 入場

滋賀県立琵琶湖博物館琵琶湖畔のおすすめエリア 券プレゼント

8ドライブ&プレイスポットガイド 滋賀県立琵琶湖博物館 af(autofashion)関西版 ぴあ No.393滋賀 リビングJTBパンフレットもも VOL.34京都TODAYVo1.71JCPRESSDuet'98.VOL.61

水辺へ出発 ! 滋賀県立琵琶 KansaiWalkerNo.10 サマープラン'98 ウオ-タ-

湖博物館へ ドライブ フロントのプチホテル+琵琶湖博物館5 建築設備紹介 滋賀県立琵琶 AⅠCHⅠEQUⅠPMENNT

湖博物館 ASSOCtATⅠON 夏休みの宿題に役立つイベン

琵琶湖に暮らす 前野隆資写 琵琶湖ブック98パンフレットシネマハウス サ リユ ! ト情報

真館 日帰り旅行プラン モデルコースホテルレ-クビワ 宿泊プラ

ン 琵琶湖博物館 幸福銀行機関誌エリアトピック 人間と湖の

SALUT!BⅠWAKO

REPORT Vo1.17

SHⅠGANEW SPOT 県立 関西版 ぴあ No.386関西民放クラブ会報 共存めざし 琵琶湖博物館

琵琶湖博物館 琵琶湖博物館からのメッセ-

旅行けば 湖南をめぐる ジ 対談嘉田由紀子さん

家族で楽しむウイ-クエンド くじやく通信 VOLー151 淡海木問理 虫生野火山灰

大丸情報誌 A展示室学芸員 里口 保文

6 学ぶ 宝湖を知ろう JR東 宝湖- 9 素敵な秋の旅 琵琶湖で遊ば OPELNEWSVOL.4YES(JTB情報誌)びいめ.-る VOL.4たまひよ こつこクラブ

海情報誌 う休暇村へ行こう!近江八幡か

7 琵琶湖～草津 滋賀県立琵琶 CO-OPステ-シヨンComComアルバイ ト発見マガジ

湖博物館 生活協同組合情報誌アウトドア-出かけよう 湖 ら琵琶湖博物館へ

案内 琵琶湖博物館体験学習

の日

上から琵琶博へ 全労済情報 琵琶湖博物館.

史 オシャレな琵琶湖を再発見 ! 関西版 ぴあ No.395

おすすめ水遊びスポット一覧 びわ湖de遊ぼう!学ぼう ! 京都ライフ第29号

滋賀県立琵琶湖博物館 ン am ウキウキ釣り天国 公式ネイ 川物語地方債月報 .

ミュージアム&ステイプラン ミュゼ チャ-ガイ ド

ロイヤルオーク■ホテルパン 現地レポート 滋賀県立琵琶
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月 記 事 テ ー マ 掲載雑誌名等 月 記 事 テ ー マ 掲載雑誌名等

10近江の トンボたちが､琵琶湖 じゃらんNo.10ClubFameNOー171じゃらん Noー100PELNEWSVOL.4れいかる 秋号西近江 しんぶん 10月月刊 タウン情報 ぎふ 12 はつとホット琵琶湖 冬の旅 JTBパ ンフレットパイオニア株式会社 カ

博物館に集合 ご案内

口コミ情報カタログ 滋賀県 映像システム活用事例 滋賀

立琵琶湖博物館 県立琵琶湖博物館 夕ログ

近江の トンボたちが､琵琶湖 街 出かけてみませんか 琵 日本道路公団機関誌

博物館に集合oプレゼント情 琶湖博物館展示ガイ ドより資 VOL.5守高新聞 第131号

報 料提供

素敵な秋の旅 ｢琵琶湖で遊 琵琶湖博物館の魅力を探る

ぼう｣ 中部圏観光宣伝イラス トマツ 中部圏広域観光推進連

県立琵琶湖博物館 企画展示｢絶滅と進化｣ プタペス トリー 絡協議会

1 博物飴だより 滋賀県立博物 日本地質学会NewsWater&Life1月号EI本地質学会News l

<今月の顔>丸子船に先人の 館第6回企画展示

知恵をさぐる 牧野久実さん 続水道風土記 お国自慢膝栗

たび旅行きます (番外編)草 毛

津市 琵琶湖博物館 No.276 滋賀県立琵琶湖博物館第 6回

DriVe&Car情報 琵琶湖 東海ウオーカー No.22月刊オール関西 企画展示 月号

博士になれる琵琶湖博物館 女正月の旅 滋賀県立琵琶湖 fu[ふう]No.16れいかる 冬号びいめ.-る VOL.6CⅠACREPORT

琵琶湖一周滋賀県ガイ ド 県 博物館

立琵琶湖博物館 10月号 県立琵琶湖博物館 企画展示

平安の都人も想いを馳せた琵 シティマニュアル '99月刊フリーロー ド ｢絶滅と進化｣
琶湖畔 琵琶湖博物館 琵琶湖博物館 もよおしもの

東海発 !ドライブスポットメ のお知 らせ

ニュー 滋賀 琵琶湖博物館 11月号博物館を考えるLEWLET'SVo1.455昆虫フィール ド No.3びいめ～る VOL.5休暇村近江八幡 パ ン 湖と人､人と環境を考える場

現地直送プレゼント 琵琶湖 を提供する滋賀県立琵琶湖博 VOL60

博物館入場券新 しい博物館学の模索 ある 物館2ネイチャーガイ ド 滋賀県立 CⅠTY MAGAZⅠNE
べき博物館 水藤 真著 琵琶湖博物館 マイ奈良

近畿 ミュージアム訪問 滋賀 琵琶湖湖岸めぐり 滋賀県立 シティマニ ュア ル京都
県立琵琶湖博物館 琵琶湖博物館 '99

information 琵琶湖博物館 博物館の宝物 日本最大の縄 日経サイエンス

(滋賀県) 文時代貝塚のはぎとり資料 3月号

琵琶湖博物館 もよおしもの 子どもよ､友に宇宙と古代の CALACOmama

のお知 らせ ロマンに夢を馳せようo 滋 2月号砂丘発見倶楽部 (バ ネ

休暇村近 くのレジャースポッ 賀県立琵琶湖博物館

ト 琵琶湖博物館 フレット 日本の市民参加型 ミュージア

びわ瀦 .ミュージアムスクールモデル事業 琵琶湖博物館 教育 しが No.152 ム 滋賀県立琵琶湖博物館 ル)

3 琵琶湖博物館整備事業関西遊園地&テーマパーク ふるさとづくりキ-ワードbookるるぶ情報版
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Ⅱ 組 織 お よ び運 営

1 組 織

琵琶湖博物館協議会

総 務 部

総 務 課

庶務予算経理
管理運営の総括
施設の維持管理

企画調整課

運営計画 ･総合
調整

博物館の広報
博物館協議会

事 業 部 研 究 部

湖沼研究系 (湖沼環境の

現在的な成り立ちに係る
研究調査)

集水域研究系 (湖沼の集
水域環境の現在的な成り
立ちに係る研究調査)
応用地域研究系 (湖沼環

境および集水域環境の解
明を踏まえて行う応用研
究調査)

博物館学研究系 (博物館
学に係る研究調査)

展 示 科

常設展､企画展示､
屋外展示､移動展示

水族の飼育 ･保護増
殖
展示交流員の研修
展示関連印刷物

資 料 科

博物館資料 (映像､
図書文献を除く｡)

の収集､整理､保管､
利用
博物館資料の借入､
貸出

博物館資料の評価

職員構成 (平成11年3月31日現在)

交流センター

観察会､見学会その
他の交流活動

利用者の受入れ､ネッ
トワークづくり

情報センター

情報システムの整備､
運用

映像､図書 ･文献の
収集､整理､保管､
利用等

一61-



2 職 員

○ 館 長 川那部 浩 哉

○ 副 館 長 西 岡 信 夫

総 務 部

○ 部 長 的 場 功 巳

研究交流総括 嘉 田 由紀子

◇総務課
課長 (莱) 的 場 功 巳

課長補佐 千 代 文 一

専 門 員 菊 井 吉之蒸

調 査 員 小 森 啓 二

主任主事 馬 場 聡 史

同 安 井 和 治

主 事 渡 遠 裕 也

同 西 村 佳 子

同 皆 黒 一 恵

事 業 部

○ 部長 (莱) 布 谷 知 夫

◇展示科
科長 (莱) 高 橋 啓 一

(兼) 美濃部 博

(兼) ジャンジャックフレネット

(兼) 松 田 征 也

(兼) 芦 谷 美奈子

実

郎

範

久
､
克

道

野

尋

本

牧

八

橋

◇資料科
科長心得 (栄)用 田 政 暗

(莱) 内 田 臣 -

(兼) マークジョセフグライガ-

(莱) 桑 原 雅 之

(莱) 里 口 保 文
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1998年4月1日現在

◇企画調整課
課長 (莱) 前 畑 政 善

専 門 員 森 野 泰 起

(兼) アンドリューロシター

(莱) 中 井 克 樹

(兼) 亀 田 佳代子

◇交流センター
科長心得 (兼)楠 岡 泰

主査 (併任) 高 橋 政 宏

主査 (併任) 江 島 穣

(兼) 水 上 二己夫

(莱) 桑 村 邦 彦

(栄) 草 加 伸 吾

(莱) 宮 本 真 二

◇情報センター
科長JL､得(莱) 秋 山 贋 光

(莱) 戸 田 孝

(兼) 山 川 千代美

(莱) 中 藤 容 子

(兼) 芳 賀 裕 樹





3 予 算

平成10年度歳入状況 (円)

科 目 決 算 額

使 用 料 及 び 手 数 料 279,949,818

財 産 収 入 4,165,500

雑 入 ー 185,363

合 計 284,300,681

平成10年度歳出状況

事 業 名 事 業 内 容 決 算 額

管 理 運 営 費 施設維持費､烏丸半島整備､事務費 398,813,272

調査資料収集事業費 研究費､研究備品､資料収集製作､資料整理保管､ 269,406,307
水族飼育

展 示 事 業 費 企画展示､常設展示､展示維持管理､展示用印刷物 256,172,661

情 報 交 流 事 業 費 情報システム管理､データ入力､図書整備､交流事 134,524,250
業開催､フイ-ルドレポ-夕-
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月 日 主 な 来 館 者 .行 事 寄 月 日 主 な来 館 者 .行 事 寄

7 8910 秋田県立博物館 8 28 滋賀県修学旅行誘致促進協議会

中EEl河南省考古研究所 30 三重の里山を考える会

全国歴史資料保存利用機関連絡協議会環境庁自然保護局 ･水族企画展 ｢南の島の魚たち｣終了

9 12 ミシガン国際交流研修生

京都府立東宇治高等学校 阪神水道企業団

13 運輸省近畿運輸局 TEPCO銀座館

14 蒲生 .神崎ブロック派遣社会教育主事研修国際青年育成交流事業 (生涯学習課) 国土庁

15 近畿 .中国 .四国 .地域果樹研究協議会 34 大阪府水道事業懇話会アジア太平洋統計研修所
1617 島根県教育委員会文化課 立命館大学衣笠研究センター

岡谷市議会 近畿運輸局

農林水産省大臣官房 十四山村ふるさと創生事業推進委員会

建設省至芭琶湖工事事務所 5 滋賀県青年団体連合会

18 ･企画展 ｢近江はトンボの宝庫｣開催 (～9/23) 6 立命館大学国際平和 ミュージアム

20 ･水族企画展 ｢南の島の魚たち｣開催 (～8/30) 14 環境庁
琵琶湖環境円卓会議 (環境政策課) 15 長野県生活環境部環境自然保護課

22 衆議院環境委員会 18 ･防火訓練

23 大阪府下町村教育委員会委員 2526 水資源開発公団

25 近畿高校教育研究協議会 国立歴史民俗博物館
仏教大学博物館実習 湖南中部 リゾートツアー

28 滋賀県立石部高校 NHK自然観察教室

29 兵庫県教育委員会社会教育 .文化財課 27 東南アジア猛禽シンポ実行委員会

3031 関西大学博物館実習 28 ･博物館研究審査会(～9/29)

京都市歴史資料館 ･2930 大潟村企画課

鳥取県総務 大分市環境審議会

大津市仰木の里公民館 滋賀県町村会研修

JTB首都圏営業本部教育旅行研修会 都市未来研究会 (日本理水設計株式会社)山口県萩市教育委員会8 3 ･博物館実習開校 (～8/10)

45 阿智村教育委員会鹿児島県議会長野県原村図全館協議A ･試験研究機関連絡調整会議
10 1 国立民族学博物館

6 Eコ ‡千葉県鎌ヶ谷市郷土資料館 6 JⅠCA研修 (日本水環境学会)琵琶湖ラムサ-ル会議

7 滋賀県中学校理科部会自然調査ゼミ 7 東京旅行記者クラブ

伽)地方債協会 89 広島県議会

8 北方少年少女派遣事業 (根室中学校) 東海地区科学施設協議会
大阪自然大学 水戸市立博物館

ll 滋賀県建設技術センター 福岡市環境審議会

12 肘)滋賀県国際友好親善協会 千葉県船橋市議会

19 守山市立物部小学校研修会 10 日本建築学会博物館建築研究会

2021 流域管理における下水道のあり方検討委員会 (下 ll 滋賀県青少年育成県民会議

水道建設課) ミシガン州立大学連合代表メンバー

宍道湖沿岸自治体首長会議 1214 近畿ブロック砂防主管課長会議

水資源開発公団関西支社 ㈲埼玉県公園緑地協会

ミズアオイ研究会 鳥取県議会 (福祉環境警察常任委員会)

2223 中国上海市 ｢希望の星｣教育使節団 ギャラリー展 ｢ワクワクたんば探検｣開催

草津チャレンジクラブ (～ll/15)

愛知県瀬戸市議会 下水道科学館 (大阪)

文部省生涯学習局社会教育課 自治省会計課

25 愛知県稲唄市議会 15 福島県議会

26 守山市立図書館 岡山県総社市教育委員会

美原町区長会 第7回世界地方都市十字路会議実行委員会
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月 日 主 な来 館 者 .行 事 寄 月 日 主 な 来 館 者 .行 事 寄

1016172022 京都大学農学部 ll19 兵庫県篠山土地改良事務所

関西新空港協議会 2021 東京大学総合研究博物館

㈲東海建築文化センター 時事通信社大津支社

でんきの科学館 文部省大臣官房政策課

文部省学習情報課 22 倉敷科学センター協議会

･｢農と環境を考えるつどい｣館長対談 (アン.マ 252627 三重県大気水質課

クドナルド氏) 北海道開拓記念館

都市環境管理技術研究会 リゾート整備アドバイザー研修

新しい博物館を考える懇話会 滋賀県立消費生活センター

信楽高原鉄道 坂田郡中学校教育研究会理科部会

･学芸職員採用第一次考査 京北町地方振興局

232426 生態学琵琶湖賞授賞式 内閣法制局

山口県県民生活課 2829 大阪市立大学地球学科

湖南中部 リゾートツアー 愛知県豊田市矢作川研究所

ミシガン州オークランド郡 湖南省少年芸術交流団

下之郷遺跡研究会金沢森本ライオンズクラブ 30 ･琵琶湖博物館協議会開催12 1 豊田市文化財保護審議会

･第 1回中長期計画検討委員会 2 国立水俣病総合教育センタ-

27 教職員経験者研修 46 自治省選挙部選挙課

282930 日本下水道事業団 中国日本友好協会代表団

滋賀県河川漁業協同組合連合会 試験研究機関連絡会議

琵琶湖淀川水質会議 近畿地区子供会育成指導者協議会

㈲日本宝くじ協会 8910 仏教大学四条センター

静岡県浜名郡町議会 滋賀県立日野高等学校

JⅠCA研修 茅ヶ崎市教育委員会

国土庁水資源部水資源計画課 滋賀県立水口高等学校

大津市立真野中学校 国立歴史民俗博物館大阪市街地再開発促進協議会ll 2 滋賀県議会琵琶湖環境農政水産常任委員会

3 フランス国立自然史博物館ル工.マリ氏来館 ll12 -水会環境管理研究会

568 鳥取市教育委員会 JⅠCA研修

近畿市議会議長会 東南アジア猛禽類シンポジウム (～12/13)

淀川左岸治水促進期成同盟 16 福島県教育委員会

自治省交付税課 1719 大阪商工会議所

近畿ブロック情報管理主管課長会議 熊本県地域政策室

木之本町教育委員会 京都工芸繊維大学工芸学部

10ll 島根県大社町議会近畿地区私学教育研究会 22 ･館長対談

1 9 静岡県教育委員会社会教育課

静岡県豊田町土地改良区 13 環境アドバイザー

伽岩手県観光開発公社 14 近畿ブロック物産観光連絡協議会

青森県教育庁文化課 ･内覧会 ｢企画展 絶滅と進化｣

1213 近江八幡市議会 15 ホメオ京都

国立科学博物館 ･企画展 ｢絶滅と進化｣開催 (～4/ll)

鹿児島県文化財課 19 里山林ふれあいフォーラム

埼玉県営繕技術者会議 滋賀県立学校初任者研修

静岡市立登呂博物館 20 文部省中学校課

15 大阪自然大学 島根県文化財課

17 滋賀県立守山高等学校茨城県自炊博物館教育課 21 滋賀県歴史資料担当者研修会

1819 名古屋市科学館 2627 滋賀県立玉川局等学校JⅠCA研修

総務庁研修 茨城県生活環境霞ケ浦対策課

浜松市教育委員会 自治大学
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月 日 主 な 来 館 者 .行 事 寄 月 日 主 な来 館 者 .行 事 等

1 2728 建設省琵琶湖工事事務所 3 25 建設省中国福山工事事務所

滋賀県デスティネーションキャンペーン ･試験研究機関連絡会議

千葉県野田市議会 名古屋港水族館

29 川崎市青少年科学館 石川県自然史資料整理室

日本下水道事業団 自治省財政局準公営企業室和歌山県海草振興局2 2 JⅠCA研修

山梨県農政部花き農産課長他 6 沖縄博物館ボランティア研修会

3 京都府 .滋賀県知事対談 8 岐阜女子大学
Eg立民族学博物館 OECD事務局カーヒル課長他

4 栃木県農務部農産課なかがわ水遊園整備室 10ll12 全国科学博物館協議会総会 (-3/12)

岡山県都市教育委員会教育長協議会 江戸東京博物館

56 地方自治体行政コース (全国市町村国際文化研修 近畿府県教育委員会同和教育指導主事研修会

所) 関西電力㈱滋賀支店

犬上郡環境教育部会 県立大学試験研究機関協議会

中国 .湖南省水利代表団 国土庁大都市圏整備局計画課

館長対談 (朽木いきものふれあいの里) 山口県博覧会推進局

7 ｢世界湿地の日インびわ湖｣記念事業 近畿日赤支部

9 ㈱三宝延国際交流協会サイパン青少年訪日団 16 福岡県国立博物館対策室

ll E]本旅のペンクラブ 1819 ･中長期計画検討委員会開催

14 石狩川振興財団 大阪府市町村下水道担当職員研修

1617 建設省河川局河川環境 軸)広島市森林公園昆虫館

長崎県五島農業改良普及センター 守山市立守山中学校

栃木県保健福祉部児童家庭課 24 大津湖南地方税協議会

岐阜市 2526 大野市教育委員会

国立歴史民俗博物館 福岡市博物館

18 滋賀県都市施設管理法人協議会 石川県立金沢泉丘高等学校

熊本県水資源開発室 長野県飯田市観光協会
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Ⅴ 博 物 館 利 用 の ご 案 内

■開館時間 AM9:30-PM5:00(入館はPM4:30まで)

■休 館 日 毎週月曜日 (休日である場合を除く｡) ･休日の翌日 (土 ･日曜となる場合を除く｡)

･年末年始 (12月28日～1月4日)

■観覧料金 (常設展)

個 人 団体 (20人以上) 共通券 (*)

小 学 生 . 中 学 生 250円 200円 320円

高 校 生 . 大 学 生 400円 320円 520円

※未就学児､県内居住の65歳以上の方と障害のある方ならびに県内の学校行事としての観覧は無料です｡

(詳細についてはご確認ください｡)

※企画展は別途料金となります｡(開催期間中)

*草津市立水生植物公園 ｢みずの森｣との共通券｡なお､団体は取り扱いません｡

■交通案内

●JR新幹線 ｢京都駅｣｢米原駅｣からJR琵琶湖線 (東海道)線

に乗り換え ｢草津駅｣｢栗東駅｣｢守山駅｣で下車｡
･｢草津駅西口｣から､近江鉄道バス ｢烏丸半島｣行きで ｢琵琶
湖博物館前｣下車 (約22分)Oタクシーで約20分｡
･｢栗東駅西口｣からタクシーで約15分､｢守山駅西口｣からタ
クシーで約20分｡
●車では､名神高速道路 ｢栗東Ⅰ.C｣から国道 1号線を草津方面

へ｡信号2つ目 ｢上鈎｣で右折｡湖岸道路につき当たって (｢湖
岸志那中町｣)再度右折し､約1血で ｢烏丸半島｣へ｡
●航路では､琵琶湖汽船のシャトルボートが ｢大津港｣｢びわこ
大橋港｣｢堅田港｣｢雄琴温泉港｣から ｢草津烏丸半島港｣へ
(問い合わせ先 :琵琶湖汽船 077-524-5000)

■駐車料金

大 型 バ ス 1,520円 マイクロバス 1,010円

*博物館観覧者が使用する普通車と二輪車は無料扱いとなります｡

【館内でのご案内】

質問コーナー :学芸員が図書室のカウンターでみなさんからのご質問にお答えしています｡

フロアー トーク :平日には学芸員がPM2:00から担当の展示コーナーで説明を行っています｡

【催 し物 案 内】

ミュージアム観察会 :博物館のまわりで自然観察したり､館内の施設で実験 ･実習を行います｡

フィールド観察会 :県内各地のフィールドで地域の自然や人々のくらしを見っめ直します｡

博物館探検 :普段は見ることのできない博物館や展示室の裏側を学芸員が紹介します｡

博物館講座 :一般の方を対象に専門的な内容をわかりやすく数回連続でお話しします｡

博物館入門セミナー :琵琶湖博物館の活動や展示を幅広く知ることのできる連続講座です｡

(事前に往復-ガキで申し込んでください｡詳しくは､Faxサービス (077-568-4844)､インターネット

ホームページ (http://www.lbm.go.jp/)で案内しています｡)
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